
【課題のねらい】 

知っているようで知らない「アフリカ」。そもそもひとくくりで語っていいのでしょうか。 

いろいろと調べてみると、自分の中にあったアフリカに対するイメージが大きく変わっていったことと思い

ます。近年話題に上ることの多いアフリカについて、まず基礎的な情報を調べ、自分の中の知識を確認し、

場合によってはそれを修正しましょう。 

【解説】 

一口に「アフリカ」と言っても実にブロードな（多様でバラエティーに富んでいる）世界です。かつて人類

発祥の地であったこの大陸について、「紛争と内戦」、「貧困と飢餓」、「独裁や政治腐敗」、「怠惰と不潔」、「HIV」

といったマイナスなイメージがつきまとうのはなぜでしょうか。 

また「野生動物の王国」、「地下資源の宝庫」、「広大な大地」、「将来の大きな市場」、「自然に生きるバイタリ

ティー」、「アフリカ人の身体能力の高さ」などもまた、ステレオタイプな見方でしかありません。それぞれの

予備知識やイメージを大切にしながら、身近なところからアフリカとの出会いを体験してほしいと思います。 

アフリカに対する理解は、「異文化理解」、「国際コミュニケーション」の第一歩になります。そのためにも、

まずは「知る」ことから始めるのが大切です。知識は道具であり、武器でもあります。そして「なぜ？」とい

う疑問を持ち続けることです。 

そうすると、アフリカは遠い国ではなくなります。アフリカを旅行し、またそこで生活し、働いてみようと

いう気になるかもしれません。そしてさらにアフリカのことを知りたくなるでしょう。そのようなプロセスが、

大学で学ぶための大きなエネルギーになるのです。 

Every great journey begins with a single step さあ、アフリカへの旅立ちを！ 

解説 16    アフリカって何だ！ 


